
問

「
本
市
に
お
け
る
子

育
て
の
し
や
す
さ
」
に
つ

い
て
、
昨
年
８
月
～
９
月

に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実

施
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
で
は
、
理
想

よ
り
現
実
的
な
子
ど
も
の

人
数
が
少
な
い
理
由
の
上

位
は
、
年
齢
や
健
康
上
の

理
由
か
ら
、
妊
娠
や
出
産

が
難
し
い

・
７
％
、

42

高
校
や
大
学
の
進
学
に

際
し
て
、
お
金
が
か
か
る

・
８
％
、

45
家
計
収
入
上
無
理
が
あ

る

・
１
％
、
だ
っ
た
。

40子
育
て
の
不
安
や
負
担

の
項
目
で
は
、
「
子
育
て

に
か
か
る
金
銭
的
負
担
」

が
、

・
９
％
と
増
加
し

73

て
い
る
。

子
育
て
し
に
く
い
、
や

や
し
に
く
い
を
選
ん
だ
人

の
回
答
と
し
て
、
「
子
育

て
支
援
が
不
十
分
」
が
59

・
０
％
で
１
位
、

２
位
が
、
「
子
ど
も
が

遊
べ
る
場
所
が
少
な
い
」

・
８
％
と
、
増
加
し
て

55

い
る
。

無
料
で
遊
べ
る
屋
内
遊

戯
場
が
欲
し
い
、
公
園
遊

具
の
劣
化
が
目
立
つ
な
ど

の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
子

育
て
支
援
施
策
に
ど
う
反

映
さ
せ
る
の
か
。

要
望
の
多
か
っ
た
無
料

で
遊
べ
る
屋
内
遊
戯
場

や
、
公
園
遊
具
の
更
新
は

ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
今
よ
り
も
多

く
の
子
ど
も
を
欲
し
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
経
済
的

負
担
が
大
き
い
た
め
、
無

理
が
あ
る
と
の
声
を
多
く

い
た
だ
い
た
。

本
市
は
こ
れ
ま
で
、
保

育
料
や
給
食
費
の
市
独
自

の
負
担
軽
減
策
を
実
施

し
、
若
者
子

育
て
世
代
に

選
ば
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で

き
た
。

今
議
会
に

は
、
医
療
費

無
償
化
の
18

歳
ま
で
の
拡

大
を
提
案
す

る
な
ど
、
更

な
る
負
担
軽

減
策
を
講
じ
て
い
る
。

今
後
は
、
子
育
て
世
代

の
ニ
ー
ズ
や
、
そ
の
必
要

性
に
つ
い
て
十
分
に
検
討

を
行
い
、
施
策
に
反
映
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

屋
内
遊
戯
施
設
に
つ
い

て
も
、
子
育
て
世
代
へ
の

負
担
軽
減
策
と
共
に
、
財

源
の
確
保
に
努
め
つ
つ
、

整
備
手
法
の
検
討
も
含
め

取
り
組
ん
で
い
く
。

࠸
ࠠ
ь
ӱ
ϊ
ࣿ
Ǆ
ਜ਼
׀

働
力
を
移
動
す
る
た
め
の
も
の
で
、
離

職
者
や
非
正
規
雇
用
労
働
者
を
対
象
外

に
す
る
も
の
も
あ
る
。
希
望
す
る
労
働

者
・
離
職
者
が
希
望
す
る
内
容
で
受
け

ら
れ
る
訓
練
を
準
備
す
る
必
要
が
あ

る
。

③
障
が
い
者
新
規
採
用
奨
励
金
は
評
価

で
き
る
。
活
用
策
を
。

④
文
化
財
修
繕
費
等
の
拡
充
。
田
麦
俣

多
層
民
家
を
例
示
。

▽
任
期
最
後
の
質
問
が
終
わ
り
ま
し

た
。
県
民
要
望
前
進
に
一
定
の
手
応
え

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
場
所
に
戻

っ
て
来
な
け
れ
ば
と
の
思
い
を
固
め
ま

し
た
。

（
県
議

関

徹
）

日
の
商
工

19
労
働
観
光
常
任

委
員
会
で
質
問

し
ま
し
た
。

①
若
者
の
県
内
定
着
が
重
要
課
題
だ

が
、
若
年
労
働
者
の
賃
金
が
東
京
を
１

０
０
と
す
る
と
山
形
県
は

。
高
卒
女

85

性
で
は
下
か
ら
３
番
目
（
令
和
３
年
労

働
局
統
計
）
。
加
え
て

代
女
性
と
男

20

性
の
育
児
時
間
が
長
い
。
県
内
定
着
に

は
労
働
条
件
の
改
善
が
一
番
の
課
題
。

②
産
業
人
材
リ
ス
キ
リ
ン
グ
事
業
で

「
厚
労
省
の
助
成
金
と
連
動
し
た
研
修

の
助
成
」
を
お
こ
な
う
と
い
う
こ
と
だ

が
、
同
省
の
助
成
金
は
成
長
分
野
に
労
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６
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
共

産
党
市
議
団
の
長
谷
川
剛
市
議
は
、
①
子
育
て
支
援
、

②
部
活
動
の
地
域
移
行
、
③
水
道
事
業
の
広
域
化
に
つ

い
て
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
の
充
実
は

３・１３重税反対鶴岡田川地区集会が１０日、

勤労者会館で開かれ、大門みきし氏が「やさ

しく強い経済」について講演しました。

保
育
士
の
待
遇
改
善
を

問

２
月
に
開
催
さ
れ
た

児
童
福
祉
審
議
会
で
は
、

保
育
所
内
で
の
虐
待
や
、

通
園
バ
ス
の
置
き
去
り
死

亡
事
故
な
ど
の
問
題
か

ら
、
保
育
の
実
情
に
つ
い

て
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。「

保
育
士
の
虐
待
が
ニ

ュ
ー
ス
に
な
り
、
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成

し
て
、
自
分
の
保
育
を
振

り
返
る
よ
う
に
し
、
保
育

士
同
士
が
声
掛
け
を
し
て

い
る
」
と
い
っ
た
意
見
や
、

「
保
育
士
は
本
当
に
よ
く

頑
張
っ
て
い
る
が
、
待
遇

改
善
が
急
務
だ
。

年
以

70

上
も
配
置
基
準
が
変
わ
ら

な
い
。
国
が
支
援
す
れ
ば

定
数
改
正
で
き
る
。
産
業

別
で
も
保
育
士
の
賃
金
は

低
い
の
が
現
状
だ
」
と
い

っ
た
声
が
出
さ
れ
た
。

日
本
は
、
保
育
士
の
配

置
基
準
が
経
済
協
力
開
発

機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
諸
国

で
最
低
水
準
だ
。

現
在
の
国
の
保
育
士
配

置
基
準
が
定
め
ら
れ
た
の

は
、
１
・
２
歳
児
が

年
56

前
、
４
・
５
歳
児
が

年
75

前
だ
。

本
市
の
保
育
士
の
充
足

数
と
、
な
り
手
不
足
解
消

の
方
策
は
あ
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
の

保
育

施
設
す
べ
て
に
お

53

い
て
、
国
が
定
め
る
配
置

基
準
を
満
た
し
て
お
り
、

ほ
と
ん
ど
の
施
設
で
、
基

準
よ
り
も
手
厚
い
支
援
を

行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。市

は
、
個
別
対
応
が
必

要
な
園
児
に
専
任
の
職
員

を
配
置
す
る
事
業
や
、
保

育
士
資
格
の
な
い
職
員
の

雇
用
に
よ
り
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）



問

水
道
事
業
を
取
り
巻

く
状
況
は
厳
し
さ
が
増

し
、
市
単
独
で
は
水
道
の

供
給
単
価
が
年
々
上
昇
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。

問
題
の
解
決
策
と
し

て
、
鶴
岡
市
・
酒
田
市
・

庄
内
町
の
２
市
１
町
で
の

水
平
統
合
の
方
針
が
示
さ

れ
た
。

①
水
平
統
合
に
向
け
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

②
市
職
員
か
ら
企
業
団

職
員
に
、
出
向
時
の
労
働

条
件
、

③
災
害
時
の
危
機
管
理

対
応
、

④
包
括
委
託
の
範
囲
、

⑤
統
合
後
の
受
益
者
か

ら
の
意
見
聴
収
方
法
に
つ

い
て
聞
く
。

上
下
水
道
部
長

２
市
１

町
で
統
合
準
備
組
織
を
設

け
、
５
年
度
当
初
か
ら
始

動
で
き
る
準
備
を
し
て
い

る
。広

域
化
の
国
交
付
金
適

用
期
間
が
、
令
和

年
度

16

ま
で
の

年
間
と
な
っ
て

10

い
る
こ
と
か
ら
、
７
年
度

内
に
企
業
団
を
設
立
し
、

８
年
度
か
ら
事
業
開
始
を

目
指
す
予
定
だ
。

企
業
団
に
出
向
す
る
市

職
員
は
、
地
方
公
務
員
と

同
じ
身
分
を
有
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
運
営
が
軌
道

に
乗
る
ま
で
は
、
企
業
団

に
職
員
を
派
遣
す
る
の
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

大
規
模
災
害
発
生
時

は
、
一
つ
の
組
織
に
な
る

こ
と
で
、
情
報
共
有
や
意

思
決
定
が
迅
速
か
つ
的
確

に
行
わ
れ
る
。

企
業
団
と
、
各
市
町
の

災
害
対
策
本
部
と
の
連
携

方
法
は
、検
討
が
必
要
だ
。

包
括
的
業
務
委
託
は
、

料
金
の
徴
収
な
ど
の
窓
口

全
般
業
務
と
、
浄
水
場
の

維
持
管
理
業
務
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

統
合
に
む
け
た
事
務
調

整
で
検
討
す
る
。

受
益
者
か
ら
の
意
見
聴

収
方
法
は
、
各
市
町
の
議

員
が
参
加
す
る
企
業
団
議

会
を
設
置
す
る
こ
と
に
な

り
、
議
員
を
通
じ
て
意
見

反
映
が
な
さ
れ
る
と
考
え

る
。

水道課入札結果（ ）内は予定価格
3月13日入札分

・十王堂橋径75粍橋梁添架管更新工事（三瀬地内）（入札3業者）
松田工業(株) 4,200,000円(4,240,000円）

工期～6/30（落札率99.06％）
・谷定地内径150粍配水管更新工事（谷定地内）（入札7業者）
青山工管(株) 33,600,000円（34,330,000円）

工期～9/29（落札率97.87％）

３・１１さよなら原発、大軍拡・大増税に反

対する市民集会が１０日昼、市役所前で

開催されました。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

保
育
士
の
業
務
負
担
軽
減

を
行
う
事
業
に
補
助
金
を

交
付
し
、
施
設
の
職
員
体

制
を
支
援
し
て
い
る
。

保
育
士
の
な
り
手
不
足

解
消
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
５
月
に
保
育
士
人
材

バ
ン
ク
を
設
置
し
、
保
育

の
担
い
手
の
確
保
を
図
っ

て
い
る
。

保
育
士
の
待
遇
改
善

は
、
国
が
定
め
る
配
置
基

準
と
施
設
の
運
営
実
態
に

乖
離
が
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
県
市
長
会
を
通
じ

て
公
定
価
格
の
抜
本
的
見

直
し
や
、
充
足
し
た
保
育

士
確
保
施
策
等
に
つ
い
て

要
望
し
て
い
く
。

部
活
動
の
地
域
移
行
対
策
は

問

来
年
度
か
ら
実
施
が

予
定
さ
れ
て
い
る
中
学
校

の
部
活
動
の
地
域
移
行
に

つ
い
て
、
不
安
や
問
題
点

が
出
さ
れ
て
い
る
。

地
域
の
ク
ラ
ブ
に
入
会

す
る
際
の
負
担
や
、
用
具

の
購
入
、
練
習
へ
の
送
迎

な
ど
の
課
題
と
、
地
域
に

指
導
員
が
い
な
い
た
め
、

廃
部
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
も
懸
念
さ
れ
る
。

来
年
度
の
部
活
動
指
導

員
の
配
置
数
は
何
人
か
。

地
域
移
行

に
よ
り
、
保

護
者
の
負
担

が
増
え
る
こ

と
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
市

と
し
て
補
助

制
度
の
創
設

は
考
え
て
い

な
い
か
。

教
育
長

活

動
場
所
は
学

校
施
設
を
継
続
す
る
が
、

施
設
上
の
課
題
は
今
後
、

対
策
の
検
討
が
必
要
だ
。

移
動
に
つ
い
て
は
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
を
休
日

に
行
っ
て
い
る
６
校
は
運

行
を
継
続
す
る
。

今
後
、
路
線
バ
ス
の
活

用
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
。部

活
動
指
導
員
の
配
置

数
は
、
平
日
対
応
が

人
、

12

休
日
の
大
会
引
率
や
合
同

練
習
業
務
対
応
が

人
、

11

文
化
部
施
設
管
理
業
務
対

応
は
５
人
を
配
置
す
る
予

定
だ
。

補
助
に
つ
い
て
は
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

及
び
文
化
芸
術
団
体
に
対

し
て
、
指
導
者
報
酬
と
、

事
務
的
経
費
登
録
等
を
取

得
す
る
補
助
金
を
、
５
年

度
予
算
に
計
上
し
て
い

る
。要

保
護
及
び
准
要
保
護

世
帯
に
は
、
年
会
費
や
保

険
料
の
補
助
を
計
上
し
て

い
る
。

水
道
事
業
の
今
後
は


